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利根川下流低地における液状化層のトレンチ調査－2011年東北地方太平洋地震にお
ける液状化現象の解明－
Trench survey of the Liquified soil from Lower basin of the Tone River due to the 2011
Tohoku Earthquake
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2011年 3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震 (Mj.9.0)は，東日本各地に大きな被害をもたらした．利根川下流
地域にも津波や液状化－流動化の被害が発生した．著者らは利根川下流の茨城県潮来市・稲敷市，千葉県香取市・神崎
町において，液状化発生地点およびその周辺において 14本のボーリング調査を実施し，この地域周辺の層序と液状化層
の分布について検討した（水野ほか，準備中）．
　利根川下流低地では，旧河道や湖沼など過去の水域を浚渫砂などで埋め立てたところで液状化－流動化被害が顕著

である．しかし，埋立地においても液状化被害の程度が異なることがあり，これは，埋立層・沖積層の厚さ，構成する
地層の種類などに起因すると考えられる（古野ほか，2013）．
　今回液状化が特に顕著な地域で 2カ所のトレンチ調査を実施した．同地点は昭和の時代に湖沼や旧河道を浚渫して

埋め立てた場所で，2011年東北地方太平洋地震に於いて噴砂など液状化痕跡の見られた地点にあたる．本発表では，こ
れらの場所で掘削されたトレンチにおける浚渫砂の堆積時以降の変形構造，液状化痕跡について講演する．液状化は浚
渫砂の最下部付近で発生している．ここから発生する砂脈は浚渫砂の堆積構造により屈曲・防縮をするが，地表まで連
続する．砂脈は大きく 2回に分けられれる．
トレンチの観察の結果以下のことがわかった．
１．この地域の地層は，1987年千葉県東方沖地震時と，2011年東北地方太平洋地震の時に液状化している．
２．液状化は浚渫砂の最下部付近で発生し，上位の浚渫砂の堆積構造に伴って変形し，これらを貫いて地表に噴出し

たと考えられる．
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